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ADS（Arctic and Antarctic Data archive System) 
• データを巡る国際的な背景
• 日本の中でのデータを取り巻く背景
• 極域の科学研究を国際協調のもと推進するため
• 極域で研究を行う日本のプロジェクトのデータセンターの必要性
• 公的資金で行われた研究は公開しなくてはならない
• 公開は、日本のデータセンター（戦略的資産）

2011年より北極域に関してデータセンター構築およびサービス提供を始めた
・GRENE-Arctic、 ArCS、 ArCS II プロジェクトにおいて日本の北極プロジェクトのデータセンター
・現在は北極だけでなく、JARE（南極）も含む極域データセンター
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日本の北極事業 及び南極事業の
データマネージメント 基盤

データ駆動型研究をサポート



• ADSの構築の目的
– 多国間にまたがる北極で観測されたデータの効果的な利用

– 極域の環境変動の解明を行っている、大気、海洋、陸域、生態、モデル等の分
野間連携のためのデータの収集・公開

– 現場観測、収集データ、衛星データ、数値実験データ等の収集・公開
– 観測研究者間およびモデル研究者とのデータ相互利用
– 国際的なデータの連携
– データ再利用推進

• データマネージメントの貢献
– データの相互利用
– 極域の大気―海洋―陸域システムの変動の実態とプロセスを解明
– 地球温暖化における極域の環境変動の影響を評価、将来予測精度の向上

• 極域研究課題の取得データ、解析及び将来予測結果の社会への還元を
めざし、関係機関への利用・公開を推進
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• データを登録・共有・公開するためのガイドラインおよびデータポリシー（データ
マネージメントプラン）策定

• ハードウエアーとソフトウエアーの設計
• メタデータ及びFormat整備
• 登録・管理のサポート
• 登録データの品質管理サポート
• データレスキュー（過去データの確保）サポート
• キャパシティビルディング（データ提供者）
• DOI付与：JaLC＝＞Data Cite ＝＞ DOI
• 国際的なデータコミュニティー等との連携

– WMO-GCW（世界気象機関：WMO：Global Cryoshere Watch）
– GEOSS-Portal（地球観測に関する政府間会合：GEO）, 
– SAON：Sustaining Arctic Observing Networks等（北極関連）
– データセンターの長期・安定的運用の基礎づくり

• ユーザー向け（研究者・ステークホルダー・一般）サービス開発
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ADS登録対象コンテンツ

• 北極域研究の国家プロジェクトの調査観測データ
–グリーン・ネットワーク・オブ・エクセレンス（GRENE）事業

• 北極気候変動分野（2011-2016) :極地研、JAMSTEC

–北極域研究推進プロジェクト（ArCS）
• 事業期間：2015年〜2019年：極地研、JAMSTEC、北海道大学

–北極域研究加速プロジェクト（ArCSII）
• 事業期間：2020年〜2025年：極地研、JAMSTEC、北海道大学

• 南極地域観測事業（JARE）
– 61次隊以降（2018年以降）

• 学術論文やデータ論文のエビデンスデータ
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ADSのデータ登録件数
• 1567 データセット（2022年12月16日）
• 北極地域：694件
• 南極地域：692件
• （両者に関連するデータもある）
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Result by XML



登録体制や運用方法
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データ登録フロー

DOI登録フロー



• 目的
分野間でのデータ相互利用を促進するため、だれでも直観的に操作可能なオン
ライン可視化アプリ

• 対象データ
１次元（１次元、地上レーダ観測）
２、３次元（衛星観測、モデル計算）

• 機能
データの自動読み込み
マウス操作による描画領域のズーム＆移動
グラフ表示
カラーマップ
コンター図
時系列アニメーション
指定断面のグラフ化
時系列グラフプロット
テキストデータ出力

カラーマップ

タイムスライ
ドバー

断面グラフ

時系列グラフ



 データ実装状況

SSM/I マイクロ派輝度温度

SSM/I プロダクト（海氷：北・南極）

JAXA 提供

AMSR-E, AMSR-2（北極・南極）

（輝度温度・海面水温、海上風速、海氷密接度・積雪深、土壌水
分量、積算水蒸気量、積算雲水量、降水量）

AMSR2データはSFTPを用いて一括ダウンロード可能

 格子点データ
・NCEP1の解析データ（日データ）

・全球オフラインで計算した陸面モデルMATSIROの計算
結果

・計算期間は1979-2007年

（2010年頃までは延長できる見込み）

・水平解像度は1度×1度（約100km）

・Climatic Research Unit（CRU)3.2.1

AMSR2データ NCEP1データ



https://ads.nipr.ac.jp/vishop/#/monitor

準リアルタイム極域環境監視モニター
（AMSR2ベースに海氷密接度・SST、積雪深、海氷厚さ、海氷流動）
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準リアルタイム極域環境監視モニター
（AMSR2ベースに海氷密接度・SST、積雪深、海氷厚さ、海氷流動）

時系列変動グラフ



https://ads.nipr.ac.jp/vishop/#/monitor

準リアルタイム極域環境監視モニター
（AMSR2ベースに海氷密接度・SST、積雪深、海氷厚さ、海氷流動）

季節変動グラフ



インタラクティブにデータの可視化、
データの取得が可能

データのスナップショット画像では利用価値が落ちる
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船舶航行支援サービス(VENUS)
VEssele Navigator by Unitized System



しらせ

配信期間
往路：2014年12月6日～12月17日(12日
間）

復路：2015年1月31日～2月17日(18日間)
配信プロダクト
海氷密接度(IC0)および海水面温度(SST)

２０１６年以降～現在
海氷密接度(IC0)および海水面温度(SST)

海鷹丸

配信期間
2015年1月11日～2月9日(30日間)
配信プロダクト
海氷密接度(IC0)

配信期間
2016年1月16日～2月19日(30日間)
配信プロダクト
海氷密接度(IC0)、海水面温度（SST)

２０１７年以降～現在
配信プロダクト
海氷密接度(IC0)、海水面温度（SST)

実運用成果
みらい

2014年
テスト配信；マニュアル作図

2015年8月19日～10月14日(57日間）
配信プロダクト
海氷密接度(IC0)および海水面温度(SST)
24、48時間予報値
海面気圧、風向風速、波浪（波高、波向）

2016年8月1日～9月27日(58日間)
配信プロダクト
海氷密接度(IC0)および海水面温度(SST)
24、48時間予報値
海面気圧、風向風速、波浪（波高、波向）

２０１７年以降～現在
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【みらい北極航海サポート】２０１８～２０２２

10日予報の配信
・ヨーロッパ中期予報センター（ECMWF)
北極域におけるリアルタイム10日間予報値
・海氷予測モデル（Ice POM)：東京大学

10日間予測（海氷密接度、海水面温度等の計算）
・VENUSを用いた予報データ・衛星実況データの統合
・データの配信方法・技術開発
・統合ツールとしてのWebツールの開発

【しらせ南極サポート】2014～

AMSR2
海氷密接度(IC0)および海水面温度(SST)



しらせ サポート

23https://www.nipr.ac.jp/antarctic/jare/map64.html

https://ads.nipr.ac.jp/shirase_monitor/shirase_monitor_ja.html



岩石サンプルの公開

https://ads.nipr.ac.jp/nrr/rocks/tilehttps://ads.nipr.ac.jp/nrr/rocks/map

岩石データベース
南極観測隊が収集した岩石サンプルの一覧（地図表示を行うとともにリスト表示）

https://ads.nipr.ac.jp/nrr/rocks/tile?page=1
https://ads.nipr.ac.jp/nrr/rocks/map


Antarctic GIS
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https://ads.nipr.ac.jp/antarctic-gis/about



地質図
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Qantarctica NIPR版

• Qantarctica3

• 極地研、国土
地理院作成
データを追加
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デジタルアーカイブの公開

デジタルアーカイブ
極地研で収集する写真・動画データの公開

• 第1次南極観測隊から古い貴
重な写真の公開

• 過去ニュース映像をデジタル
化して公開

• 貴重な16㎜映画等をデジタル
化して公開

• 写真：約1万9千枚

• 極地研広報室、アーカイブ室
の共同管理



29

調査観測

データは調査観測データ取扱要項に従って取り扱われます。
＜具体例とプロダクト例＞
・観測機器などによる自然現象の測定…物理的状態を測定した数値データなど
・船舶観測…物理的状態を測定した数値データなど
・生物や自然現象などの目視調査…自然状態の記述など

モデル・同化研究

データはモデル・同化研究データ取扱要項に従って取り扱われます。
＜具体例とプロダクト例＞
・気候モデル…グリッドデータ、時系列データなど
・氷床モデル…グリッドデータ、時系列データなど
・エアロゾルモデルモデル…グリッドデータ、時系列データなど

データセット構築・整備

データはモデル・同化研究データ取扱要項に従って取り扱われます。
＜具体例とプロダクト例＞
・衛星データを用いたデータセット構築…衛星アルゴリズムを用いた副次的プロダクト
・観測データの統合…複数地点のフラックス統合データ
・再解析データ、モデル解析値などの統合化…統合的データセット

サンプル分析

データは調査観測データ取扱要項に従って取り扱われます。
＜具体例とプロダクト例＞
・アイスコアのサンプル分析…アイスコア中の同位体データ
・積雪サンプルの分析…積雪中の化学物質濃度データ
・セジメントトラップによる取得サンプルの分析…プランクトン分布データ

実験（工学実験も含む）

データは実験研究データ取扱要項に従って取り扱われます。
＜具体例とプロダクト例＞
・凍土土壌の変形実験…クリープ特性データ
・模型船による実験…実験による計測結果

アンケート調査

データは調査観測データ取扱要項に従って取り扱われます。
＜具体例とプロダクト例＞
・アンケート形式による聞き取り調査…アンケート結果に基づく統計データ
・インタビュー等による聞き取り調査…インタビューデータ

その他
データの取り扱いについて個別検討が必要なため、実施計画書上の実施内容に基づき必要に応じてADSチーム
が別途調整します。

北極観測におけるデータの取り扱い
データマネージメント

https://www.nipr.ac.jp/arcs2members/wordpress/wp-content/uploads/2021/10/ArCS-II_dataguide_obs_20211013.pdf
https://www.nipr.ac.jp/arcs2members/wordpress/wp-content/uploads/2021/10/ArCS-II_dataguide_model_20211013.pdf
https://www.nipr.ac.jp/arcs2members/wordpress/wp-content/uploads/2021/10/ArCS-II_dataguide_model_20211013.pdf
https://www.nipr.ac.jp/arcs2members/wordpress/wp-content/uploads/2021/10/ArCS-II_dataguide_obs_20211013.pdf
https://www.nipr.ac.jp/arcs2members/wordpress/wp-content/uploads/2021/10/ArCS-II_dataguide_expt_20211013.pdf
https://www.nipr.ac.jp/arcs2members/wordpress/wp-content/uploads/2021/10/ArCS-II_dataguide_obs_20211013.pdf


南極観測事業におけるデータの取り扱い

• 原則として、南極観測を担った観測隊の帰国日から公開されるまでの期間を「公開猶予期間」とします。

• 公開猶予期間はデータ・サンプルを取得した研究観測およびモニタリング観測の代表者が優先的にそのデータ・サ
ンプルを使用し、研究成果（論文など）を作成するために設けられています。

• 公開猶予期間中のデータの利用は代表者と代表者が許可した者のみ利用が可能です。

• モニタリング観測データは、モニタリング観測の趣旨に鑑み、原則として公開猶予期間を設けていません。

20XX年3月XX日 20XX+2年3月XX日

データマネージメント



データの大原則

• 南極地域観測事業において国立極地研究所が担当する調査、
および観測によって得られたデータ・サンプル、およびその際に
派生して取得されたもの（データ・サンプル）

– データ・サンプルは原則として国立極地研究所に帰属します。

– 国立極地研究所はデータ・サンプルを保管し、公開する義務を負います。

– 代表者はデータ・サンプルを提出し、成果を報告する義務を負います。

– 代表者は公開猶予期間内にデータ・サンプルを優先的に使用できる権利があります。



• これまで：
– 観測データ報告（編集・査読）

• JARE-data reports
• NIPR arctic data reports
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https://pdr.repo.nii.ac.jp/

• Polar Data Journal（データジャーナル）の発刊
• 2017年発刊
• NIPRの研究だけでなく広く、極域研究に関するデータ

• データの査読制度
• 品質を確保する

• データリポジトリとしてADSの活用 （DataCite)
ADSでは(2015年より）
• 学術論文のエビデンスとなる研究データの登録（DOI付与）
• 他データジャーナルに投稿されたデータ（DOI付与）



• データセンター

– 研究・観測データの品質が確保されることが重要
– データセンター自体の品質にかかわる

• DOI発行者の責務
– データの長期安定的維持
– 公開・出版されるデータの品質の確保
– DOIを発行するということは研究・観測データの品質の確保が最重要課題＝＞データセンターにとって
重要なアクション

• 論文投稿者の責務
– 多くの論文では、エビデンスデータの公開が必須条件になりつつある
– 論文のサプリメントデータの公開
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北極・南極地域のデータに関して DOIの付与を行っている
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期間 PV数

2015年10月～2016年3月 1,363,094 

2016年4月～2017年3月 5,012,937 

2017年4月～2018年3月 3,601,766 

2018年4月～2019年3月 3,003,788 

2019年4月～2020年3月 3,847,561 

2020年4月～2021年3月 4,199,993 

ADSのぺージビュー数

ADSの国別訪問者割合

ADSのデータ登録件数
• 1567 データセット
• 北極地域：692件
• 南極地域：694件
• （両者に関連するデータもある）

年 件数

2015 1

2017 2

2018 6

2019 4

2020 21

2021 34

2022 59

計 127

DOIの付与件数

2022/12/16現在

雑誌名 件数

Polar Data Journal 36

Earth Syst. Sci. Data 1

The Cryosphere 21

JGR 42

Frontiers in Marine Science 5

Science Advances 3

Climate of the Past 2

Other 17



ありがとうございました。

https://ads.nipr.ac.jp/

問い合わせ
ads-info@nipr.ac.jp

https://ads.nipr.ac.jp/
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